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＜1～2月報告＞ 

１／５ 広瀬川初歩き（広瀬橋～郡山堰～愛宕堰～広瀬川左岸～六郷、七郷堀取水～宮沢橋緑地～広瀬橋） 

    テーマ「郡山堰、愛宕堰の取水状況、提体劣化の実情及び宮沢橋掛け替え工事の勉強会」参加８名 

１／１７ 広瀬川ごみ調査（落合地区） 

＜３～４月予定＞                                                                          

３／１４（土）１０：００～ 河川清掃／広瀬橋集合 長靴、手袋持参して下さい 。 

       ※）清掃は地域貢献で参加は自由です。各企業、参加者の判断でご参加下さい。 

         雨天の場合には本会の掲示板で確認下さい  

４／１１（土） １０：００～ 河川清掃／広瀬橋集合 

◇ 地域貢献証明書発行について ご希望の方は（所定様式）メールでお申し込みください。 

◇ 会員募集（個人年会費５千円／法人１万円） 活動概要／清掃活動（毎月第２土曜）／Hpをご覧ください。 

         

オオハクチョウの北帰行 

 広瀬川に飛来していたオオハクチョウが、暖冬から２月末迄にシベリヤへ

向け、３０羽全てが飛び立ちました。右の写真は昨年11月から飛来したハ

クチョウが市民の給餌に慣れ、手が届くほど直近から撮影できたものです。 

鳥を愛する市民は、広瀬川への飛来はエサにありつけるからだと話してい

ました。一方、越冬のエサやり（餌付け）はすべきではないとの意見も。 

過去には、鳥が媒体となる伝染病から餌付け禁止の事例がありました。 

本会としては、人が近付かない広瀬川下流域の環境を改善し、本来の食性

となるマコモ類の再生によって自然の姿に戻すことが大切だと思います。 

さて、世界的なコロナ騒動の影響が地球規模で拡大していますので皆様に

もぜひご自愛を。何よりもセルフディフェンスで乗り切って下さい。  広瀬橋上流右岸（2/１４撮影） 

会議開催（予定）ご都合悪い場合には調整します。 

■理事会  

 日時 場所 ４/2５（土）１８：００ 

 議題  ２０１９年度決算、活動報告 

     ２０２０年度予算、活動予定 その他 

■総会 

 日時 場所 5/1６（土）１８：００ パル長町 

 ※）詳細は後日お知らせします 
 


